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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

月28日（金）・29日（土）の2日間、
大阪市住之江区にある「イン
テックス大阪」で、「G20大阪

サミット」が開催される。Ｇ20大阪サミット
は、37の国と国際機関が参加して行われ、
日本で開催されるサミットとしては史上最
大規模のものとなる。
　今回のG20大阪サミットでは、自由貿易
の推進やイノベーションを通して経済成長
と格差への対処の同時達成、SDGｓを中
心とした開発・地球規模課題への貢献を
通した「人間中心の未来社会」実現を目
標に行われる。同時に全国各地で各国の
閣僚会合が開かれる。日本のおもてなし
精神を世界に世界に発信する良い機会と
なるが、厳重な警備も必要となってくる。
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なと銀行が大阪府教育庁と連
携して3月7日に府立吹田支援
学校で、生徒の社会参画を応

援する金融授業を開催した。これまでは
兵庫県内の特別支援学校を中心に開
催されていた同授業が、今回初めて大
阪府で開催された。授業では現在高等
部2年生30名を対象に卒業後の生活に
必要となる銀行口座の開設手続きや利
用方法などについて行員が解説を行っ
た。窓口での手続きや雰囲気を感じなが
ら、本物の通帳やキャッシュカードに触れ
ることで学びを深める内容になっており
生徒は楽しみながら参加していた。

　同社は今後関西広域に生徒の就労
を支援する地域活動の輪を拡げていく
予定だ。み

6/28（金）・29（土）開催
「G20大阪サミット」における
交通規制等の実施

大阪府内初
みなと銀行が支援学校で金融授業開催

田市は3月28日に、大阪府へ
2020年4月の中核市移行へ
向けた同意の申し入れをした。

人口が20万人以上の地方自治体は中
核市への移行ができ、吹田市は人口

が38万人に近づいている。大阪府内
では5市が中核市となっており、2019年
4月1日から寝屋川市が新たに加わった。
　中核市になることで、府の業務の一
部を市で担い、迅速な対応が可能に
なる。
　保健衛生についての権限、業務が大
きく変わり、保健所と保健センターの両
方の機能を市で持つことができるように
なり、母子保健の相談窓口の一元化、
病院、飲食店の許認可事務、監視、指
導を市で行える。景観や環境について
の権限も移行されるため、地域特性を
活かしたまちづくりができるようになる。

吹

吹田市
中核市への移行申し入れ

中市が雑がみ回収袋を作成
し、今年3月より市の環境イベ
ントやごみ分別の出前講座の

参加者にサンプル配布を始めた。
　雑がみとは新聞、雑誌、段ボール、牛
乳パックなどのいずれにも属さない紙を
さすが、リサイクル可能なものも可燃ご

みとして廃棄されてしまうことが多い。豊
中市が行った2014年の調査では可燃
ごみの約4割が紙類だった。雑がみ回
収袋の作成に取り組んだのも、資源に
対する市民の意識を高めて可燃ごみを
減らすことが目的だ。
　市の担当者によれば、雑がみ回収袋
を作成してから出前講座の申し込みが
急増するなど、環境問題に対する市民
の関心が高まっているという。「雑がみ
の分別は面倒だと思われがちですが、
雑がみ回収袋には雑がみの種類や分
別方法などがわかりやすく記載されて
います。家庭ごみの減量や再資源化の
きっかけになれば」と話す。
　雑がみ回収袋は家庭での雑がみの
保管場所として繰り返し利用でき、集め
た雑がみは従来通り紙袋や紙箱などに
入れて「紙・布」の収集日に出す。回収
袋の配布方法などの詳細は豊中市の
家庭ごみ事業課まで（06-6858-2275）。

豊

ごみ減量と再資源化を目指し
豊中市が雑がみ回収袋を作成

年、世界的にも問題となってい
るプラスチックの環境問題。吹
田市は使用削減の啓発活動の

一環として、動画形式で提案してもらう「使
い捨てプラスチック削減コンテスト」を開催
する。動画の内容は、日常生活で使うプラス
チックの使い捨て製品の記録や、それらを
出来るだけ避けた生活の実践、さらに削減

アイデアなどを5～10分の動画にまとめたも
のとしている。吹田市はSNSを活用した啓
発も狙うため、発信力の高い大学生を本企
画の応募対象とした。コンテストは2019年5
月26日関西大学の新関西大学会館北棟
ホールにて開催。無料で見学できる。また一
次選考を通過した動画は吹田市のホーム
ページで公開される。 

近

プラスチック削減案動画
吹田市内6大学から募る

府立吹田支援学校での授業風景。体験を交えながらの授業
に学生は楽しみながら参加。

様々な魅力が揃う吹田市でのより豊かな暮らしを目指す造語
「suitable city」。

　大阪府警察では、サミットの開催に当
たり、重要施設や公共交通機関等に対
するテロなどの違法行為の発生を未然
に防止するための対策を実施している。

「不審な人がいる」、「不審な車が停まっ
ている」、「不審な物が置いてある」、そ
のような時は、お近くの警察署、交番もし
くは警戒中の警察官に通報を。
　また、サミット開催両日及びその前後の
計4日間（6月27日～30日）については、空
港周辺や高速道路、大阪市内を中心に、
大規模かつ長時間の交通規制が実施
される。開催前後4日間は、マイカーの利
用自粛（→電車を利用する）、 業務用車
両の運行調整（→4日間以外へのシフト
や運行時間を深夜・早朝へ変更）などの

交通総量抑制に協力を求めている。
　詳細・最新情報は、大阪府警察ホーム
ページの「G20大阪サミット特設コーナー」
で確認を。

南港地区周辺
会議の主要会場

「インテックス大阪」

関西国際空港周辺
要人が来離日時に使用

大阪市内中心部

G20大阪サミット
開催に伴う

混雑予想箇所

要人が宿泊予定のホテルが集中

記載の3箇所及びこれら
を結ぶ道路については、
大規模かつ長時間にわ
たる交通規制により、混
雑が予想されます。

自動車の乗り換えを控
え、交通混雑調和にご
協力をお願いします。
※これらの場所以外の道路につ
いても混雑する場合があります。

※市内の６大学 （大阪大学、関西大学、千里金蘭大学、大阪学院大学、大和大学、 国立民族学博物館）

度開始から約１０年を迎えるふ
るさと納税制度。自分の生まれ
育った自治体や応援したい自

治体に寄附ができ、寄附金額は税金から
控除・還付されるため、自己負担が軽減さ
れる。さらに魅力あふれる特産品などの返
礼品が送付されるとあって、この制度の利
用者は年々増加をみせている。
　一方で過熱する返礼品競争やトラブル
が問題になり、自治体間による"寄附争奪
戦"に歯止めをかける目的で、今年の6月に
制度が改正となる。新たな規制ルールは

「返礼品の額は寄附額の3割以下」、「返
礼品は地場産品に限る」というもので、こ
の基準を満たさない自治体に寄附をして
も税金控除の対象とならない。
　
　箕面市は「子育て支援・
　教育の充実」をはじめ
　7つの寄附メニュー
　
　ふるさと納税のメリットとして意外と知ら
れていないのが、ふるさと納税の申し込み
時に寄附金の使い道を自由に決められる
ことだ。寄附者の「こんな取り組みに使って
ほしい」という想いに応え、自治体はその貴
重な寄附金をさまざまな施策に活用する。

ふるさと納税の
法規制が6月からスタート

制
　箕面市では平成21年度より、「みんなの
箕面の緑の寄附金」の名称でふるさと納
税をスタート。現在、山麓部などの緑地、樹
木及び樹林の保全や、箕面山の自然保護
のための「緑豊かな自然環境・良好な住環
境の保全」、乳幼児の医療費助成や待機
児童ゼロをめざした保育所の定員拡大な
どに活用する「子育て支援・教育の充実」、
市内に2駅を新設する「北大阪急行南北
線の延伸」などに活用。それ以外にも、寄
附者が自由に使途を指定することができる。
これまでの事例として、阪急箕面駅周辺の
開発や市立図書館の本の充実、市立小
学校の音楽備品の整備、交通遺児の支
援事業など、多岐に渡る寄附者の希望に
添う。平成30年度には、約1億1,000万円の
寄附金が寄せられ、そのうち法人や遺贈
などの一般寄附を除く約3,200万円がふる
さと納税によるものであった。
　同市はふるさと納税で寄附をした方に箕
面ビールやMISOKA、市内のパティスリー

　吹田市では
　ふるさと納税制度を活用して
　 まちづくりの応援を

田市でもふるさと納税制度を
ＰＲしながら、基金への寄附を

募っている。例えば「みんなで支えるまち
づくり基金」では、寄附金を活用して市
民活動の支援及び活性化を推進してい
る。「音楽ボランティア」、「樹木調査と名
札かけ事業」「年齢・障がいの区別なく
健康維持・増進を支援するノルディックウ
ォークのすすめ」「多文化共生事業」な
ど、介護や子育て、環境といった分野の
活動を応援している。
　「児童たちが校庭の一角で二毛作と
地産地消を実体験する学習支援事業」
では、すいた体験活動クラブという団体
が１０校の小学校で子どもたちに稲作体
験と稲作が終わった後地でのタマネギ栽

吹
培の体験活動を行っている。年間を通じ
て校庭で活動ができ、足踏み式脱穀機
や籾摺り器、クワなどの道具にも触れられ、
子どもたちにとって貴重な体験を提供し
ている。その様子は市のＷＥＢサイトで閲
覧できる。
　各活動とも実際に職員が訪問し、交付
金額や活動内容を画像入りで詳細に紹
介している。中には次回開催なども記載
されているので、寄附をする際の参考に
することができる。

『みんなの箕面の緑の寄附金』
https://www.city.minoh.lg.jp/eigyou/

hurusatokihukin/menu.html

【箕面市の取り組み（寄付例）の一例】

によるスイーツセットなど地場産品の返礼
品を用意。法律の改正に伴い、この6月1日
からは市内在住者への返礼品の送付が
できなくなる予定（市外からの寄附に対し
てはこれまでどおり送付）だが、これを機に、
自分の住む街や応援したい自治体のため、
寄附金の使い道を選べるふるさと納税制
度を利用することで、街づくりへの意識も
高まることが期待されている。
　

　市外からの寄附を増やす
　ために返礼品の充実を

中市では現在、寄附金使途と
して１１種類の基金が設定され
ている。昨年、寄附が多く集

まったのは「社会福祉事業基金」だ。
　この寄附金は高齢福祉・障害者福祉・
児童福祉に関わる施設の整備などに活用
されている。その他、「地球温暖化防止基
金（チャレンジマイナス70基金）」は、二酸
化炭素（CO2）削減につながる省エネの取
り組みを進めるために、エコポイント発行事
業を行っている。また消防車両・資機材の
整備や火災予防・救急普及啓発等の事
業を行う「消防・救急救命基金（“守る力”
救命力世界一基金）」もある。
　また返礼品に関しては、これまで寄附金
額に応じて「高校野球発祥の地 記念切
手」「高校野球発祥の地 記念ボール」の

豊

２種類のみを用意していた。現在は甲子
園で行われている全国高等学校野球選
手権大会の前身となる全国中等学校優
勝野球大会が初めて開催されたのが豊
中のグラウンドだったことから、これらの記
念品を返礼品として送付していた。
　だが今年、地場産業の活性化につな
がるような返礼品を選定しなおし、種類も
増やす予定だ。理由として、昨年同市の
ふるさと納税による市民税の控除に伴う
税収減が約１０億円となったことがあげ
られる。近隣自治体も魅力的な地場産
品を贈呈していることから、同市でも返
礼品を充実させることに踏み切った。こ
れによって全国からの寄附額を増やした
い狙いだ。
　返礼品の内容については１０月以降に
市のｗｅｂサイトにて発表する予定。もちろ
ん市内在住者からの寄附には返礼品の
送付はできない。

【緑豊かな自然環境・
　良好な住環境の保全】

【保健福祉の充実】

【市立病院の医療体制の充実】

農作業を実体験する学習支援事業の様子

【消防活動及び救急活動の充実・強化】【市長おまかせ】

【北大阪急行南北線の延伸】
開業後のイメージ

箕面市作成箕面市作成

ふるさと納税制度は、任意の自治体に寄附をすると、寄附金額から２,０００円を超える額を所得税
と住民税から控除され、寄附者の税負担が軽くなるというもの。さらに返礼品が獲得できるとして
人気を集めてきた。しかし、2019年度税制改革大綱で新たなルールが決められた。これを機に寄
附金の使い道にも注目してみると、自治体の重点的に進めている取り組みを知ることができる。


